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題した論考を寄せ，1 さらに 1876 年からは個人雑誌として『作家の日記』の刊行を始め，
他人の記事を編集する作業からも解放された形で，この仕事に取り組むことになる。以降，
社会評論的な特徴を強く持つこの作品は，幾度かの中断を挟みながら，彼の最晩年まで執
筆され続ける。1881 年 1 月号の編集作業は，深刻な健康状態にある作者が，その亡くなる





























































紀後半以降のこととされる「内的日記」を，それ以前から書かれていた「旅行記 le journal 
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我々が 3-4 歳時以前を自覚的に想起できない現象であるが，実は 3-4 歳を少し過ぎた幼児も同じ
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   ヒルベルトは集合論や自然数論も形式化して，その無矛盾性を証明すべきだと考え
た。さらに全数学を形式化したメタ数学という壮大な構想を目標として開示している。 
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日付と呼ぶことができる」が（Рейтблат, А.Е. Детективная литература и русский читатель 
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(вторая половина XIX – начало XX века) // От Бовы к Бальмонту и другие работы по 

















論みであった」（Черняк, М.А. Массовая литература XX века : учебное пособие. M.: Изд-во 
"Флинта", "Наука", 2007. C. 87.）。しかし，1930 年代以降，社会主義リアリズムという規範の
もと，例えば個人の私有財産の保護を描く探偵小説などはブルジョア的とされ抑圧を受け，「赤
いピンカートン」などを書いていた冒険小説作家の多くは伝記文学へ向かうことになる（Там же. 




































集団的な被害なのである」（Anthony Olcott, Russian Pulp: the Detektiv and the Russian Way 
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人称の回顧的なナラティヴ」を指すアンドリュー・ワフテルの用語である（Andrew B. Wachtel, 
The Battle for Childhood: Creation of a Russian Myth (Stanford; Stanford University Press, 
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2 Jacques Catteau, Dostoevsky and the Process of Literary Creation (Cambridge: 
Cambridge University Press, 1989), trans. Audrey Littlewood, p. 254. 
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Elster, "Sour Grapes – Utilitarianism and the Genesis of Wants," in A. Sen and B. Williams, 




11 Catteau, Dostoevsky and the Process, p. 293. 
12 Касаткина. Роман Ф.М. Достоевского «Подросток». C. 45. 
13 山城むつみ『ドストエフスキー』講談社，2010 年，385 頁。 
14 Савченко Н.К. Сюжетосложение романов Ф.М. Достоевского. М., 1982. C. 63. 
15 この概念についての詳細は，次の論考を参照。松本賢一「ドストエフスキイ『未成年』にお
ける〈благообразие〉について」『言語文化』第 11 巻第 2 号，2008 年。 
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る。例えば，「A が伸ばした腕が B の顔に当たった」という出来事を，A の「腕を伸ばす」とい





て画定される身体的振舞いなのである（同上，20, 27 頁）。また，A が B に対し「殴る意図はな
かった」と釈明し，B の記述を阻却させたとしても，その釈明は B の記述に接続したものであ






33 野矢茂樹『哲学・航海日誌』春秋社，1999 年，293-304 頁。 


















覚えておくよう指示される。ただしこの時計盤の秒針は，通常の 25 倍の 2,56 秒で一周する。
これにより，手首を実際に動かした時点と，それを意志した時点の差は，数 100 ミリ秒単位で
示せるようになる。誤差を修正した上で導かれたその差の平均値は 150 ミリ秒であった。 
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紙は約 200 通を数える。13 それをきっかけに，読者との対話が誌面で展開された端的な例



























来事に参加しさえする。『作家の日記』1876 年 10 月号で，彼は「コルニーロワ事件」に言
50 
 







































































 ここで注目されるのは，『未成年』を構成する全 128 節それぞれについて，これら三つの
言説形式のうちどれが支配的であるかを佐藤が検討している点である。26 その結果，明ら
かになったのは，「叙述」のみであるのが 17 節，「伝達」が見られず「表現」が主である（14























































































































































   ロシア貴族の家族の歴史［「貴族の」は追記］。 
   ……素晴らしい歴史画（『戦争と平和』）の形での。それが子孫に受け継がれ，それ
なしでは子孫は成り立たない。 
















































































































































与件をその“なまのまま” als solches［as such］に受けとるのではなく，所与を単なる所与
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年 1 月 11 日第 11 号に掲載されたある記事が関係している。30 巻全集の注釈では次のよう
にある。 
 









家の日記』1876 年 2 月号の誌面上でも，「私は自分のために私の『日記』を書いている」（22:52）
との記述を繰り返している。しかし，実際の刊行が始まると，こうした構想の困難が自覚

































































































   「彼［クラフト］は極めて平凡な事実から，極めて非凡な結論に行き着き，皆を驚か
せたのです。彼の議論だと，ロシアの民衆は二流の民衆で…」 
   「三流だよ」誰かが叫んだ。 






































   「これも，あなたは取るに足らないと言うんですか！」私は叫んだ。 












































































































































































































て記述されている。1876 年 12 月号では，過去と現代の少年の家出についての考え方が比




（24:59）からだ。また，1877 年 1 月号でも，過去と現在とで違いを見せる個別的な事例
















日の改革」（25:174）との関連性を指摘されている（1877 年 7・8 月合併号 1 章 1 節）。 
























































































































































































































年 6 月号 2 章 3 節，同年 10 月号 2 章 1 節），ロシア帝国がオスマン帝国に宣戦布告をする
1877 年 4 月の『作家の日記』では，「戦争。我々は最強である」や「戦争は必ずしも鞭で
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генезисе “Дневника писателя” за 1876-1877 гг. (Историко-литературный аспект) // 
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